
１１月６日（金）絶好の晴天に恵まれ、体育大会の代替行事『ＶＳ 保田』を開催しました。

今年は、コロナ禍のため例年通りの体育大会の実施はできませんでした。その代わりに生徒会、

体育委員会を中心に自分たちで代わりの行事を作ろうということで計画を行いました。内容は、集

団行動と球技大会（サッカー・バスケットボール・ソフトバレーボール）に決まりました。

この新たな行事の中に２つの大きな意義があったと思っています。

一つ目は、『伝統をつなぐ』ことです。

集団行動は昨年から体育大会に取り入れています。なので、伝統といっても浅いのですが、下級

生、特に１年生にとっては先輩達の素晴らしい取り組みを見ることができました。基本形は体育の

授業で学習しているので全クラス同じなのですが、各クラス、声かけやポーズなどに多くの工夫が

見られました。もちろん１年生もオリジナリティのある素晴らしいパフォーマンスをしてくれたの

ですが、さすが２・３年生。動きや内容の工夫、正確さ、声の出し方等、学年が上がるにつれ素晴

らしい完成度でした。閉会式の時に、「１年生の皆さん、来年はもっと上手な集団行動したいと思っ

たよね？」と問いかけると、何人もの生徒がうなずいていました。これが、伝統をつなぐというこ

となのです。

二つ目は、『新しい試みを行う』ことです。

令和２年度、初めて全学年が２学級ずつになりました。今まで

のように学年で競い合うこともいいのですが、今回は全校を縦割

りにしてオールＡ組ｖｓオールＢ組で球技大会を行いました。１

つのチームで１年生から３年生まで、仲良く励まし合いながらゲ

ームを展開していました。オレンジとグリーンのはちまきも新調

し、熱い戦いを繰り広げました。来年度以降、元の形の体育大会

に戻っても継承して行きたいと思う姿が見られました。

２つの意義を書きましたが、何よりも印象に残っているのは、

生徒の皆さんの頑張る姿と笑顔です。とても楽しい時間を過ごすことができました。

自 学 ・ 自 治 ・ 自 愛
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前回のピクトグラムの答え

①津浪・高潮

②洪水・内水氾濫

③崖崩れ・地滑り

④土石流

⑤大規模な火事

内容の分からない災害があ

れば、調べてみてください。


